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P1aStiCStrainrateEpl/Ｓ
FiMRelationsbetweenstressand
高硬さ鋼にも十分適用し得straimateunderconstantstrain
ろ．
６）またＷｌｉ１山Ｕ|｣の定数は，ばらつきはあるものの硬さに影響されることを>jく
し，その対応関係を詳細に明らかにした．そして実用的観点から定数を硬さの
－次あるいは=:次関数形で近似した榊成式による値は図中の破線で'〕<されるよ
うに測定値の傾向とよく一致している．
第８章「結論」は上記の結果を要約したものである．
以上，簡便な曲げ試験法に着目して計装化シヤルピー衝撃試験機を利用した
動的応力一ひずみ関係の測定法を提案し，この方法に基づいて種々のひずみ速
度下における高硬さ鋼の動的強度を明らかにした．
－２３－
学位論文審査結果の要旨
各審査委員による個別の質疑検討を経て，平成9年８月８日の論文発表会直後に審査会を開催し，次
のように審査判定した。
本論文は，まず高硬さ鋼の衝撃強度に関する資料が少ないことを指摘して基本的な衝撃試験法につ
いて述べ，ついで計装化シャルピー衝撃試験機を用いたはり状試験片の3点曲げから動的応カーひず
み関係を測定する方法を提案し，これを高硬さ鋼に応用したものである。すなわち，作用衝撃荷重か
ら求めた曲げモーメントとひずみゲージで直接測定したひずみの関係に基づくはりの単純塑性曲げ理
論によれば，負荷のごく初期を除きほぼ妥当な動的応力一ひずみ関係が得られることを示している。
この方法によって各種高硬さ鋼（S550SCM3，SUJ2，SK3）のひずみ速度が約１００１/Ｓにおける
動的降伏強度を測定し，動的降伏強度は静的な場合より２０～30％大きく，HV700程度まで硬さの増
加に従って増加することを明らかにしている。さらに種々のひずみ速度で実験を重ね，動的構成式を
決定し，式中の定数と硬さの対応を詳細に明らかにしている。
以上要するに，本論文は簡便な曲げ試験に着目して種々のひずみ速度における高硬さ鋼の動的強度
とその測定法を明らかにし，工学上重要な新知見を得たもので，博士（工学）論文としての価値を有
する。
－２４－
二才罫町…
